或る 雑誌 記者が こんな こと を 云った —— 「新進作家 

に 少し 書いて 貰おうと 思って、 さて 誰に 頼んだら よい 

かと 考えて みると、 結局 誰に しても 同じ だとい う 気が 

して、 考える の も 厄介に なって くる。 そう 思う と、 実 

に 退屈で たまらな いご 

この 退屈 だとい うこと は、 多くの 人の 実感で あるら 

ン ヽ 。 
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なぜ 退屈 だか を、 もっとよ く 考えて みると、 大抵の 

作家が みな 同じような 世界に 住んで るから だと 思う。 

作者の 住む 世界と いうの は、 作品に 現われた 材料が 

所在す る、 その外 部の 世界 を 指す ので はない。 材料 は 



自然主義 的 世界に 住む 作家 連の 間に、 それと は 別な 世 

界に 住む 作家 達が 頭 を もたげて きたから であった。 ど 

の 国の 文壇 を みても、 文学の 主流の 変遷 は、 必ず 新し 

い 世界に 住む 作家 連に よって 齎らされ ている。 

現在の 日本の 文壇が 退屈で なくなり、 新たな 気運に 

進展して ゆく のに は、 新しい 世界に 住む 作家が 出て 来 

なければ いけない。 いくら 新進作家が 出て 来ても、 い 

くら 既成 作家が 円熟して いっても、 彼等の 住む 世界が 

変らない 限り は、 もしくは 彼等の 住む 世界が 進展して 

ゆかない 限り は、 文壇 はいつ も 停滞 退屈の 感を 失わな 

ヽ o 

レ 
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